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Abstract: This study intended to create a guideline of coaching and establishing training menu,　
in order for Japanese soccer world to in prove there scoring ability.
It especially  focused on the tendency of shoot points,  shoot skills, goal spots, pass points  led to 
goals,  the  tendencies  of pass quality,  final  scoring pattern,  and goal  aiming  spots  in  soccer, 
particularly on 147 scores out of 813 scores that were recorded by top 10 players in 2010 J League 
division one .
The result will be used as evidence to support the objectives of coaching in soccer.
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事例報告
Ⅰ．はじめに
サッカーは世界的な規模で行われており ,
ゲームは１１人対１１人で行われ , その勝敗は
非常に分かりやすく , 唯一『ゴール』による得
点差で決するスポーツである .
日本プロサッカーリーグ（以下Ｊリーグと
略）は , 日本代表チームが国際サッカー連盟（通
称ＦＩＦＡ　以下ＦＩＦＡとする）ワールド
カップにおいて優勝する（またはＦＩＦＡ世界
ランキングにおいて , 常時トップ１０に入る）
ための強化はもちろんだが , 競技の枠を越え
広くスポーツの発展と振興を主な目的として ,
１９９３年５月１５日に１部リーグ制の１０
チーム編成で開幕し , 今年で１９回目（年目）
のシーズンを迎えた .２０１２年現在 ,加盟チー
ムは３８チームでＪリーグディビジョン１（以
下Ｊ１リーグ）が１８チーム , Ｊリーグディビ
ジョン２（以下Ｊ２リーグ）が２０チーム編成
となった . また下部リーグには社会人によるア
マチュア最高峰であるジャパンフットボール
リーグ（以下ＪＦＬ）があり , 更に下部には国
内を九つの地域（北海道・東北・関東・北信越・
東海・関西・中国・四国・九州）に分けられた
地域社会人によるリーグが行われ , 更に下部に
は県リーグや市リーグなどが存在する . リーグ
ごと成績が上位のチームによって , 入れ替え戦
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や自動昇格などの上部リーグへの昇格基準が定
められている（主催する各地域または県サッ
カー協会によって昇格基準設定されている）. 各
チームが上部リーグへの昇格を狙っており , 最
終的にはＪ１リーグへの昇格を果たそうと日々
のトレーニングに励んでいる .
Ｊリーグのスタートとともに日本サッカーの
レベルは急速な進歩をみせ , その道のりは非常
に厳しいものであったが , １９９８年に開催さ
れたＦＩＦＡワールドカップフランス大会に初
出場を果たした . しかしここでも世界とのレベ
ルの差は明らかで , 結果は予選リーグ全敗 , 得
点は１点を記録したのみで惨憺たるものであっ
た . 日韓共同開催となった２００２年のワール
ドカップでは , ホストカントリー（開催国）と
なり , アジア地区予選が共同開催国の韓国とと
もに免除されたアドバンテージもあり , ベスト
１６に進出を果たした . 以後日本は毎回出場を
果たすものの , ２００６年ドイツ大会では予選
リーグにおいてグループ最下位となり決勝トー
ナメントへの進出はならなかった . ２０１０年
の南アフリカ大会では予選リーグを突破 , 決勝
トーナメントまで進出を果たし , ベスト１６ま
で駒を進めた .
またワールドカップ出場後 , 日本人選手の国
外チームへの移籍が頻繁になった . 海外リー
グにおいて活躍中 , または活躍のあった日本人
選手の多くはミッドフィールダーで , 特に得点
を期待されるフォワードの選手の活躍は少な
い . 世界的に強豪として認められているチーム
には必ず得点することに優れた選手（ストライ
カー）がおり , チームを勝利に導いており , 日
本人選手の活躍が期待される .
今後日本のサッカーが世界的に認められるた
めには , ゲームの流れの中で確実に多くの得点
を奪い取り , チームを勝利に導ける選手の出現
を待つだけでなく , 積極的なストライカーの育
成が必要かつ急務である . 世界では次々とスト
ライカーが出てきている１）.
得点力不足が問題視されている現在の日本
サッカー界の現状は , ポゼッションサッカー
（ボールを相手に奪われないようにチームでパ
スをつなぎながらチャンスをうかがい , ボール
を保持しながら攻撃をしかけ , 得点を狙う一つ
の戦術：対局的な戦術は堅守速攻のカウンター
主体のスピーディーにゴールを狙う戦術）が
世界的な傾向にある . 日本もこれを志向してい
る . これはいかに確実に相手の守備組織を突破
し , 相手ゴールにボールを入れるかの一つの手
法にすぎない , しかし、現在多くのチームや若
い選手は , 手法（戦術）が目的（得点すること）
と入れ替わっている場合が多くなりすぎている
２）, 言い換えれば , 得点を多く奪うことよりも ,
相手ゴールを目指さず , パスを多くつなぐだけ
の選手が育成され , 増加傾向にある .
パスをつなぐだけの選手ではなく , サッカー
の攻撃における最終的 ,究極的な目的である『得
点』を量産できる能力に秀でた選手の出現は誰
もが待ち望むものであり , その育成は必至であ
る . 以上のことからいかなるチームにおいても ,
得点能力が高い選手がチームにいることが望ま
しい .
そこで本研究は , ２０１０年度Ｊ１リーグに
おいて記録された８１３得点中 , 特にトップ
１０人の１４７得点に着目した . 得点に関する
一連の過程 , すなわち , 得点パターン , シュート
に至るまでのタッチ数 , シュート方法 , シュー
ト地点 , そしてゴールインの位置について , Ｄ
ＶＤの再生画像によりその特徴や共通項を検討
した . その結果より , トレーニングの現場で指
導のガイドラインとして役立てることを目的と
した .
Ⅱ．研究方法
１．対象とした得点
２０１０年シーズンＪ１リーグにおける
８１３得点中 , 得点ランキング上位１０名が記
録した１４７得点を対象とした . なお , この中
には直接的および間接的なセットプレイを含ん
でいる . 表１は、対象とした得点ランキング順
の１０名の総得点数およびポジションを示した
ものである .
２．調査・分析方法
本研究の調査・分析には , 専門雑誌『サッカー
ダイジェスト』　（２０１１年１月４日 /１１日
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合併号）付録としてあった , ２０１０年度シー
ズンのＪ１リーグにおいて , 得点に至った全
ゴール場面を集めたＤＶＤ『２０１０　Ｊ１　Ａ
ＬＬＧＯＡＬＳ　８１３』３）を用いた . 再生機
器（ＮＥＣ　ＶＹ１７／ＥＤ－Ｘ）を使用して映
像の中から得点ランキング上位１０名の得点に
至る一連のプレイ状況の部分のみを編集した .
調査の際は , 項目ごとに記録用紙を作成
し ,DVDの再生画像をサッカーの指導ライセン
ス（日本サッカー協会公認 A 級）を所有する
調査者自身が単独で記録した . その際のすべて
の地点やスキルなどは , 調査者の主観とした .
記録用紙については ,マイクロソフト社の『エ
クセル』を用いた . 一マスの一辺を５０センチ
メートルとして公式試合が行われるピッチサイ
ズ（縦１０５ｍ×横６８ｍ）とペナルティーエ
リアやゴールエリアなどを作成し , さらに破線
でグリッド分けしたものを作成した . またゴー
ルは縦と横に破線を用いて三等分したものに記
録を行った .
３．調査・分析項目
調査・分析項目は下記の８点である .
①トップ 10 人のポジション別割合
②ラストパスの位置
③ラストパスの球種
④シュート位置
⑤シュートに関わるプレイのファーストタッチの部位
⑥シュートまでのタッチ数
⑦シュートに用いた部位
⑧ゴールイン位置
４．結果および考察
①トップ１０人のポジションについて
Ｊ１リーグの得点ランキングにおいてトップ
１０名にランキングされた選手をポジション毎
に分けると表２にあるとおり , ゴールキーパー
（以下ＧＫと略）とディフェンダー（以下ＤＦ
と略）は：０名（0％）となっている . フォワー
ド（以下ＦＷと略）：８名（80％）, ミッドフィー
ルダー（以下ＭＦと略）：２名（20％）となっ
ている . また得点数でみると , ＧＫならびにＤ
Ｆが０点（0％）となっている . ＦＷの得点が
１１８点（80.2％）, ＭＦは２９点（19.7％）となっ
ている .
ラインを利用しながら , 縦５分割（ＡｒとＡｌ
域：約１３．８ｍ ,ＢｒとＢｌ域：約１１ｍ ,Ｃ域：
約１８．２m）と横２１分割（１～３域・１９
表１　2010 年度Ｊリーグディビジョン１
　得点ランキング　トップ 10 人データ関連科目履修
ＦＷ：フォワード
ＭＦ：ミッドフィールダー
表 2　10 名のポジション別割合
②得点に至ったラストパス地点
図１－１は , 得点に至ったグリッド別のラス
トパス本数を , 図１－２はラストパスが出され
た地点を示したものである . ピッチ内を既存の
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～２１域は５．５ｍ . ５～１０域・１２～１８
域が５ｍ . １１域は２ｍで分割した .）の線を引
きグリッドに分けた . また色で横に大きく３分
割した部分は , サードオブザピッチ示をしたも
のであり , 自陣側をディフェンディングサード ,
中央部分の色無し部分をミドルサード , 相手陣
地側をアタッキングサードとした .
サードオブザピッチで見ると , ディフェン
ディングサードはラストパス０本（0％）. ミド
ルサードは８本（8.7％）. アタッキングサード
は８３本（91.2％）である .
さらに横２１分割から見ると , １域が２０本
（21.9％）である . ２番目に多いのが２域の１９
本（20.8％）, ３番目に多いのは４域で１３本
（14.2％）である .
縦５分割からみるとＡ（ｒ＋ｌ）域が３１本
（34.0％）, Ｂ（ｒ＋ｌ）域：２８本（30.7％）,
Ｃ域：３２本（35.1％）である . また , Ｃ域（ゴー
ルの正面域）を除いたサイドのＡ域とＢ域を合
わせると , ５９本（64.8％）である .
③ラストパス球種
表３－１は得点に至ったラストパスの球種を
表したものである . これを見ると , ライナー系：
１４本（13.7％）ロビング系：２７本（26.4％）
グラウンダー系：４６本（45.0％）短い浮き球系：
図 1-1　グリッド別得点に至ったラストパス本数　
34
草野 修治
９本（8.8％）となった .
④得点に至ったシュート地点
図２－１は得点に至ったシュートをグリッド
別に本数を , また図２－２はシュート地点を示
図 1-2　得点に至ったラストパス地点
表 3　ラストパス球種
※不明：アシストの判断不可 11 本
※ラストパス無し（コーナーキック直接 , フリーキック直接 , ＰＫ）：45 本は差引いた 102 本を対象とした
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したものである . グリット割りについては ,『②
得点に至ったラストパス地点』と同様のピッチ
割りを施した .
サードオブザピッチから見ると , 全ての得
点（１４７点（100％））がアタッキングサード
内となっている . さらに横２１分割でみると２
域：６０点（40.8％）, ３域：３０点（20.4％）
１域：２２点（14.9％）４域：１４点となって
おり , １～４域（約２０ｍ以内の範囲）はすべ
て２桁得点となっている . また得点も１２７点
（86.3％）で５域以降は全部で８点（5.4％）し
かなかった .
縦５分割でみるとサイド域であるＡ（ｒ , ｌ）
域では２点（1.3％）となっている . Ｂ（ｒ , ｌ）
域は１６点（10.8％）となっている . ゴール正
面のＣ域は１１７点（79.5％）と一番多く得点
されている .
更に得点数が多いグリット毎にみていくと ,
２C：５６点（38.0％）, ３Ｃ：２３点（15.6％）
１Ｃ：１９点（12.9％）４Ｃ：１３点（8.8％）
となっており , ゴールラインから約２０ｍの範
囲で , １１１点（75.5％）を占めている . Ｂ域
については , １Ｂは２点（1.3％）, ２Ｂは４点
（2.7％）だが , ３Ｂは 7 点（4.7％）と多く得点
されている .
⑤ファーストタッチ部位
表４はワンタッチシュートを除き , 得点に
至ったシュートファーストタッチの部位を表し
図 2-1　グリット別得点に至ったシュート地点
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たものである . ３９本のパスが２回以上のタッ
チ数で得点に至っており , その内訳はインサイ
ドが２３回（約 58.8％）であり , アウトサイド
が８回（約 20.5％）であった . また身体が７回（約
17.9％）であった . トゥが１回（約 2.5％）だっ
た . ヘディングやインステップなど , その他の
部位は０回（0.0％）であった .
⑥シュートまでのタッチ数
表５は , 得点に至ったシュートまでにボール
をタッチした回数を表したものである . 直接得
点に至ったフリーキック , コーナーキック , Ｐ
Ｋと , 画像からの判別が難しいものを不明とし ,
除いた１４７点中１２５点を対象としたもので
ある . また , これをみると , １タッチ：８４点（約
79.2％）２タッチ：２２点（約 17.6％）３タッチ：
６点（4.8％）, ４タッチ：４点（3.2％）, ５タッチ：
２点（1.6％）ドリブル（６タッチ以上）：６点
（4.8％）となっている。
⑦得点に至ったシュート部位
表６は得点に至ったシュートの際に使用し
た部位を表したものである . ヘディング：２９
点（約 19.7％）, インステップ：５０点（約
表 4　得点に至ったシュートプレイの１ｓｔタッチ部位
※ 1 タッチシュートは除外する
※不明：1 ｓｔタッチ判断不可
表 5 得点に至るシュートまでのタッチ数
※小数点第２位以下は切り捨て
※ 6 回以上のタッチした場合はドリブルとする※この項目については , ＰＫ , ＦＫ直接 , ＣＫ直接は除外する　　
　１０６( １タッチ総ゴール数）－２２（ＰＫ , ＦＫ , ＣＫ）＝１２５
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34.0％）, インサイド：４２点（約 28.5％）, イ
ンスワーブ：２３点（15.6％）, アウトサイド：
２点（約 1.3％）トゥ：１点（約 0.6％）それ以
外は０点（0％）であった .
⑧ゴールイン地点につて
図３－１は , ボールがゴールイン時にどの部
分を通過したかを示したものである . ゴールは ,
高さ（２．４４ｍ）と幅（７．２３ｍ）をそれぞ
れ３等分し , 破線を引いたものとした .
まず , 縦分割を C 域（中央域）,L・R 域（サ
イド域）で見ると ,C 域では１３点（8.8％）となっ
ている .L・R 域は１３４点（91.0％）となって
いる .
次に高さの部分では , １番上の１域は２６点
（17.6％）中段の２域は２８点（19.0％）である .1
番下の３域は , ９３点（63.2％）となっている .
またグリッド毎に見ていくと ,L ３域が３７
点（25.1％）とR３域が４９点（33.3％）あった .２
域では ,L ２域が１３点（8.8％）,R ２域は１２
点（8.1％）,C ２域は３点（2.0％）であった . １
域では L １域が１３点（8.8％）R １域は１０
点（6.8％）で ,C １域は３点（2.0％）であった .
５．	考察
以上の結果から , 得点力不足を改善し , 得点
をより多く入れるために必要な条件として , 以
下の①から⑧の内容が推察される .
①得点することに最適なポジション
図 3-1　ゴールグリット別ゴールイン数（％）
表 6　得点に至ったシュート部位
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ＦＷであると判断できる . これは相手ゴー
ルに最も近いことが考えられる .FW のプレイ
ヤーに得点されることを中心とした得点パター
ンの構築が重要であると考えられる .
②ラストパスを出す地点
図２－２から分かるように , まずアタッキン
グサードに侵入することが最低条件であると考
えられる . 可能であればゴールラインから２０
ｍ以内に進入することがさらにパス精度を向
上させる条件だと考えられ , さらにサイドのス
ペースからクロスを送ることが非常に有効だ
と判断できる . これはシュート地点との関係上
ゴール正面域（ゴール前）においては , 守備側
の人数が多く揃えようとすること , マークもマ
ンマークが基本となり , 非常に厳しくなること
から , サイドのスペースにボールを運びＤＦの
視野（同一視野）を奪うこと , ボールに対して
相手をひきつけ , ゴール前の人数とマークの強
さを手薄にすることにより , シューターのマー
クを軽減し , より好条件下でのシュートが可能
となると考えられる . 
③ラストパスの球種
トラッピングが不要で , 手間暇をかけずに
シュートがしやすいパスという観点からグラ
ウンダーのパスが適していると考えられる . 特
にマークが厳しくなるシュート時は , 時間とス
図 1-2　得点に至ったラストパス地点
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ペースの確保が難しいため , できるだけタッチ
数を減らすことが重要であることから , より
シュートしやすい球種をパスするという考え方
が成立する . 具体的に言えば ,DF と GK の間の
スペースに送り込むこと . また DF が届かない
高さの浮き球によるラストパス（特にクロスの
パス）も有効である . いずれにしても相手 DF
に奪われないことが重要である .
④シュート地点
図２－２のシュート地点のマーキングから分
かるように , ペナルティーエリア内のゴール正
面域に集中している . さらには , ゴールマウス
の幅で多くのシュートが得点に至っていること
から最終的なボールとのコンタクト地点がゴー
ル幅内に収まるように突破 , 侵入することが重
要である .
⑤シュートに関わるプレイのファーストタッ
チ部位
最も多いのがインサイドである . これはマー
クが非常に厳しい状況下で , 守備側の選手に
ボールを奪われず , より確実なボールコント
ロールと , 次のプレイ（特にシュート）に対し
てスムースかつスピーディーなつながりを持た
せようとする意図が読み取れる .
⑥シュートまでのタッチ数
③でも述べたように非常にマークが厳しい状
況下 , または組織化された守備陣の中でシュー
トを打つには , マークによる時間とスペースの
関係から , ボールを長時間保持することは難し
いことから , ワンタッチシュートが最も適して
おり , 極力タッチ数を減らすことが重要だと考
えられる .
⑦シュートに用いた部位
シュート地点からも分かるように , ゴール正
面域のゴールから約１０ｍ以内が最も多いこ
と , 相手ＧＫのポジショニングにもよるが , ス
ピード、コースへの精度を伴った部位が良いと
考えられること , ラストパスの球種がグラウン
ダーのパスが多いことからインステップ , イン
サイド , インスワーブが有効であると判断でき
る . またヘディングのシュートも総ゴール数の
約２０％を占めており , 特にクロス系のラスト
パスにおいては非常に重要なシュート部位であ
図 2-2　得点に至ったシュート位置
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ると言える . その根拠としては , ボールとゴー
ルの同一視のしやすさにあると考える . また
シュート部位から考えると , できるだけゴール
に向かうことが望ましいと考えられる .
⑧ゴールイン地点
図３－２から分かるように , ゴールのサイド
（左右）部分が９割を超え，非常に多く , 中央
部分は１割以下と極端に少なくなっている . こ
れはＧＫのポジショニング（守備範囲）とシュー
ト位置の関係から , ＧＫの正面を避け , かつ取
り難い場所（Ｌ３・Ｒ３域）を狙うことがシュー
ト成功の可能性を高めることにつながると考え
る .
以上の条件を意識した指導とトレーニングメ
ニューを構築し , 行うことによって , シュート
精度を高め , より得点力を向上させることがで
きると考えられる .
５．まとめ
サッカーにおける得点は ,
①シューターのペナルティーエリア内での正
　　面域への侵入 .
②ゴールを向く .
③より正確なスキル（インステップ , インサ
イド , インスワーブキック）に持ち込めるよう
に心がけることが重要である . またヘディング
によるシュートスキルにおいても , できるだけ
ゴールに向かった状態でのシュートを意識する
ことによってシュートの精度向上につながると
考えられる .
シュート精度向上につながるパスは ,
①最低でもアタッキングサードに侵入するこ
と（できるだけ相手ゴールに接近すること）.
②マーク時に最も同一視野が得にくい , サイ
ド域からのパスが有効であり , サイドを起点ま
たは突破する攻撃パターンが重要であることが
考えられる .
③パスコースはDFと GKの間のスペースへ
守備プレイヤーが届かないコースにパスするこ
とが重要である .
以上の内容をシュートトレーニングや ,
シュートにかかわる最終的なパターントレーニ
ングの構築や指導の一つとして , 得点力の向上
と得点力に優れた選手育成 , 並びにチーム作り
に役立つものと考える .
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図 3-2　ゴールインした位置
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